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種別 割合

試験・課題 80%

小テスト 0%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
0%

平常点 20%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

日本工学院専門学校 2019年度（平成31年度） 社会人基礎力

科目基礎情報

医療事務科 後期

2年次 選択 30時間

2単位 講義

　　授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。また、授業時数の４分

の３以上出席しない者は試験を受験することができない。授業の進捗状況により、内容が前後する場合がある。

新人研修ワークブック/日経BP社

担当教員情報

郡　若妤 実務経験の有無・職種有・事務

学習目的

　『社会人基礎力』とは、文字通り社会人ならば基礎的に備えておく必要がある能力のことです。地域社会や職場の中で多

様な人々と共に仕事を行っていくうえで必要な基礎的な能力と経済産業省より定義された「前に踏み出す力（アクション）」

「考え抜く力（シンキング）」「チームで働く力（チームワーク）」の3つの能力の総称である。

　社会で働く上で、必要となるスキルを身につける必要がある。

到達目標

　社会人として働く上で必要となる、「前に踏み出す力（アクション）主体性・働きかけ力・実行力」「考え抜く力（シン

キング）課題発見力・創造力・計画力」「チームで働く力（チームワーク）発信力・傾聴力・柔軟性・情報把握力・規律

性・ストレスコントロール力」について理解する。

教育方法等

　社会人基礎力の１２の能力要素を、アクティブラーニングを取りいれながら学んでいく。

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

ガイダンス

キャリアデザイン

社会人基礎力とは、働くことの意義、３つの能力と１２の能力要素を理解できる

人生設計とキャリアデザインについて理解できる

評

価

方

法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

主体性、働きかけ力、実行力について理解できる

業務体験（１）

業務体験（２）

まとめ これまでの授業の振り返りを理解できる

前に踏み出す力（アクション）（１）

主体性、働きかけ力、実行力について理解できる

主体性、働きかけ力、実行力について理解できる

課題発見力、創造力、計画力について理解できる

課題発見力、創造力、計画力について理解できる

課題発見力、創造力、計画力について理解できる

発信力、傾聴力、柔軟性、情報把握力、起立性、ストレスコントロールについて理解できる

発信力、傾聴力、柔軟性、情報把握力、起立性、ストレスコントロールについて理解できる

発信力、傾聴力、柔軟性、情報把握力、起立性、ストレスコントロールについて理解できる

業務体験を通じて働くことの意味について理解できる

業務体験を通じて働くことの意味について理解できる

発信力、傾聴力、柔軟性、情報把握力、起立性、ストレスコントロールについて理解できる

チームで働く力（チームワーク）（１）

チームで働く力（チームワーク）（２）

チームで働く力（チームワーク）（３）

チームで働く力（チームワーク）（４）

前に踏み出す力（アクション）（２）

前に踏み出す力（アクション）（３）

考え抜く力（シンキング）（１）

考え抜く力（シンキング）（２）

考え抜く力（シンキング）（３）


